
S
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.
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S
t
o
b
s
-
b
c
u
 
d
p
a
l
 
b
s
e
s
-
g
n
e

n

(十
力
吉
祥
友
)

編

『
有
為
無
為
決
択
第

17
品
』
聖

一
切
所
貴
部

(
正
量

部
)

の
教
法

よ
り
随
眠

(
h
a
g
-
l
a
 
n
a
l
)

を
略
述
す

る
。

(1
)

(2
)

(3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(1
)随
眠

は
十
随
眠
-

貧
欲

・
瞑
悉

・
慢

・
無
明
(
痴
)
・
邪
見

・
有
身

見

・

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
1
0
)

辺
執
見

・
見
取
見

・
戒
禁
取
見

・
疑

(
二
意
)
で
あ

る
。

(5
)

(2
)邪
見

は
二
種

で
あ
り
、
(
a
)「布
施

し
な
い
。」
等

の
相

で
あ
る

布
施

す

る

こ
と
に
つ
い
て
の
邪
見
(
b
)「色
は
無
常

で
あ
る
。」
等
顛

倒

し
て

理
解

す

る

邪
見
。

(
6
)

(3
)有
身
見
は
法
と
有
情
を
我
と
理
解
す

る
。

(
7
)

倒
辺
執
見
は
人
を
常

・
断
と
理
解
す
る
。

(
8
)

(5
)見
取
見
は
有
漏

法
を
最
勝
と

の
み
理
解

す
る
。

(9
)

(6
)戒
禁
取
見
は
有
漏
法
を
清
浄
と
理
解
す
る
。

(1
0
)

(7
)疑
は
四
諦

・
三
宝
を
誹
諺
す
る
。
仏

・
僧

を
疑
う

の
は
滅
障

で
あ
る
。
法

を
疑
う

の
は
滅
障

で
あ

る
。

(
2
)

(8
)十
随
眠
を
三
界

に
差
別
し
、

10

・
9

・
9
と
し
、
色

・
無
色
界

で
は
瞑
悉

を
除
く
。

(9
)十
随
眠
を
三
界

・
五
所
断

の
差
別
よ
り

98
随
眠

と

す

る
。
(
(
1
)
(
3
)
(
4
)

15
、

(
5
)
(
8
)
(
1
0
)

12
、
(
9
)
6
、
(
6
)
(
7
)

3
、
(
2
)
5
)

側
十
随
眠
を
三
種
に
差
別
す

る
。
(
T(p
)
に
1
4
6・
5
7
4
-
8
)

(
a
)
大
遍
行
(
4
)
(
b
)

小
遍
行
(
5
)
-
(
9
)
(
1
0
)
(
c
)

小
(煩
悩
)
地
(
1
)
(
2
)
(
3
)

(
1
1
)
十

随
眠
を
五
種

に
差
別
す

る
。
(
T(
p
)
に
1
4
6

・
5
7
・
8
-
5
8
・3
・
1
)
 
境

の
大

(
a
)

(
b
)

(
c
)

(
d
)

小
、
所
縁
大
性

・
因
大
性

・
随
眠
大
性

・
具
足
大
性

に
よ
る
分
類

で
あ
る
。

(
a
)
大
遍
行
(
(
a
)
(
b
)
(
c
)
(
d
)

…
(
4
)
三
界
苦
障

・
集
障

(b
)大
遍
行
相
似
…
…
(
b
)
(
c
)

…
…
(
4
)
三
界
滅
障

・
道
障

(c
)小
遍
行
(
a
)
(
b
)
(
c
)…
(
5
)
-
(
9
)
(
1
0
)

苦
障

・
集
障

(d
)小
遍
行
相
似
…
…
(
b
)
(
c
)

…
…
(
6
)
(
7
)
(
9
)
(
1
0
)

滅
障

・
道
障

(e
)小
煩
悩
地
(
b
)

修
所
断
(
4
)
、
欲
界
(
1
)
(
2
)
(
3
)

、
色
無
色
界
(
1
)

(
1
2
)随
眠

で
な

い
も

の
…
(
a
)
(
b
)
(
d
)

…
纒

以
上
正
量
部

は
随
眠

を
(
1
)
十
随

眠
(
9
)
98
随
眠
と

主

張

し

て

有

部

と

同

一
で

あ
る
。
(
3
)
-
(
6
)
も

『
品
類
足
論

三
』
と
比
較

し
て

「
法
と
有
情

」
「
人
」
「
有
漏

法
」

が

「
五
取
纏
」

と
な
り
同

一
の
定
義

と
み
て
よ

い
。
有
我
人
を
主
張

し
無

我
人
の

『
識
身
足
論
』

と
諄

論
し
た
正
量
部
根
本
阿
砒
達
麿
と
思
わ
れ

て
い
る

盟
波
の

『
聖
教
要
実
論

』
(『
西
域
記
五
』
韓
索
迦
国

・
鉢
伐
多
国
)

は
(
3
)
(
4
)

か

ら
は
有
身
見

・
辺
執

見
と
み
ら
れ

正
量
部

の
論
書

と
し

て
疑
問
が
も
た

れ
る
。

(2
)邪
見
は

『
品
類
論

三
』

の

「
因
果
を
諺
じ
、
作
用
を
諺

じ
、
実
事
を
壊
す
」

と
定
義

を
異

に
す

る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し

『
大
毘
婆
沙
論

49
』

で
は
邪
推

度
に
よ
り
施
与

し
な
か

つ
た
り
、
法
恩
を
壊
し
、
無
父

無

母

等

生

恩

を

壊

す

事
は
ひ
い
て
は
因
果

も
諦
じ
る

の
で
(
2
)
(
a
)

は

『
品
類
足
論
三
』

に
通

じ
る
。
(
2
)

(b
)の
顛
倒
し
て
理
解
す
る
邪
顛
倒

は

『
大
毘
婆

沙

論

49
』

に
示

さ
れ

る

よ

う

「
見
」
全
体
に
あ
て
は
ま
る
。
(
7
)
疑

は

『
品
類
足
論
三
』

で
は

「
諦

に
於
け

る

猶
予
」

の
み
で
、
誹
諺
三
宝

は

『
大
毘
婆

沙

論

49
』
で
邪
見

と

さ

れ

る
。
(
1
1
)

(a
)
(

e
)

の
五
随
眠
は
境
の
大
小
に
よ
り
分
類
さ
れ
る
。
全
て
の
所
知
に
縁
を
な
す
所
縁
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(b
)
(

c
)
(

d
)

大
性
、
同
界
同
類

の
因
を
な
す
因

大
性
、
全

て
に
随
眠
す
る
随
眠

大
性
、
全

て

の
同
類

に
も
和
合
す

る
具
足
大
性

の
四
大
性
も

『
品
類
足
論
三
』

の
遍
行

・
非

遍
行
や
所
縁
随
増
や
相
応
随
増

と
も
異

な
る
。
圃

で
は
随
眠

で
な

い
も

の
は
四

大
性

の
う
ち
随
眠
大
性
が
な
く
纒

で
あ

る
。

し
か
し

『
異

部
執
輪

論
』
で
論

義

さ
れ
る
随
眠

は
心
相
応

(
大
衆
部
)
、

心
不
相
応

(
有
部
)
、
睡
位
を
随
眠
と
し

覚
位
を
纒

(
経
部
)

と
す

る
か
論

じ
ら
れ
な
い
。
『
第

16
品
』
で

も

随
眠

で

な

い
も

の
の
う
ち
煩
悩

を
も

つ
も

の
を
纒

と
言

れ
る

の
み

で
あ
る
。

次

に

『
有
為
無
為
決
択
第

16
品
』
聖

一
切
所
貴
部

の
教
法
よ
り
随
眠
に
あ
ら

ざ
る
も

の
を
略
述
す

る
。

(1
)

(
2
)

(3
)
(
4
)(5
)

随
眠

に
非

ざ

る

も

の

21

は

不
信

・
無
漸

・
詔

・
誼

・
不
察

(
説
詐
g
z
u
-

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)(
1
0
)(
1
1
)

(
1
2
)

l
u
m
s
)
・
悼
挙

・
放
逸

・
悟
沈

・
催

・
無
憶

・
見
解
大

(
c
h
e
s
-
d
h
s
i
n
-
p
a
)

・
癬

(1
3
)

(1
4
)(
1
5
)

(
1
6
)
(1
7
)(1
8
)(19
)

(
2
0
)
(
2
1
)

怠

・
睡
眠

・
嫉

・
悔

・
覆

・
僑

・
樫

・
不
忍

・
念

・
食
量

で
あ
る
。

こ
の
う
ち

煩
悩
を
も

つ
纒

は
(
3
)
-
(
8
)
(
1
2
)
(
1
3
)
(
1
5
)
(
1
7
)
(
1
9
)
(
2
0
)

の
12

で
あ

る
。
『
品
類
足
論
三
』

の

八
纒

(
(
2
)
(
6
)
(
8
)
(
1
0
)
(
1
3
)
(
1
4
)
(
1
5
)
(
1
8
)
)

と
共
通
す
る
纒

は
(
6
)
(
8
)
(
1
3
)
(
1
5
)

と
な

る
。
有
部

よ

り
枝
末

分
裂

し
た
正
量
部

の
教
法
に
近
似
点
が
多

い
こ
と
は
当
然

で
あ
る
が
、

次
に

『
法
藏
足
論
九
』
『
界
身

足
論
上
』

と
比
較

し
て
正
量
部

の
独

自

な

教

法

を
見

る
。

(
1
)

不
信

は

「
真
理

を
深
信

し
な

い
不
信
」
、
「何
物
も
真
理

で
は
な

い
と
信
を
生

(2
)

じ
て
も
劣

つ
て
い
る
の
で
不
信
で
あ
る
」

と
す
る
。
無
漸

は
自
在
者
を
怖
畏

し

な
い
と
す

る

『
法
藏
足
論
』

の
外
に

「善

行
を
生

じ
る
時
勢
が
な
く
煩
悩

行
を(1

0
)

生
じ
る
時

に
力

が
あ

る
。
自

己
を
俄
悔

す
る
こ
と
が
無

い
。
」
を

加

え

る
。
無

憶

も

『
法
慈
足
論
』

が

「
諸
罪

の
中
に
於
て
怖

せ
ず
」

と
す
る
が
、

こ
こ
で
は

「
世
間

の
習
慣
等
を
注
意

す
る

こ
と
無

く
繊
悔
が
な
く
悪
を
行
じ
る
」
と
他
に

(3
)

(
4
)

対
す
る
戯
悔

と
な

る
。
詔

は
心
の
屈

曲
性
、
諮
は
他
を
偽
る
と
す
る

『
法
慈

足

(
3
)

(
4
)

(5
)

論
』

と
逆

に
な

り
詔

は
自
他

を
欺

く
、
証

は
心
が
邪

で
自
他
に
曲
を
な
す
。

不

(9
)

(1
1
)

察

は
正
し
く
観
察

を
な

さ
な

い
。
催

は
心
が
収
縮
す
る
劣
相
で
あ
る
。

見
解
大

(12
)

は
不

正
を
持

つ
て

(
悪
)
見
を
捨

て
な
い
。
(
5
)
(
9
)
(
1
1
)

は
正
量

部
の
説
。
辮

怠
は

『
法
纏
足
論
』

の
心
の
昧
劣
性

の
外
に
身

の
表

(
業
)

の
劣

つ
た
も
の
を
加
え

(
1
3
)

る
。
睡
眠
は
心

・
煩
悩

の
有
無

に
よ
り
四
種
あ
げ

る
。
睡
眠

の
楽
し
み
を
喜

ん

で
睡
眠

の
み
に
住
す
る
の
は
纒

で
あ
り
心
を
も

つ
て
煩
悩
も

つ
。
観
察

の
念

に

依

止
し
て
身

心
を
堅
固
に
し
て
眠

る

の
は
心
を
も

つ
て
煩
悩
を
を
も
た
な

い
。

(1
5
)

(a
)

悔

は

「
作
す

べ
か
ら
ざ
る
を
作

し
た
り
、
作

す
べ
き
を
作
し

て
後
悔
し
て
意
を

(b
)

締

め

つ
け
る
煩
悩

を
も

つ
纒

と
、
作
す

べ
か
ら
ざ
る
を
作
し
、
作
す

べ
き
を
作

(
1
8
)

さ
ず

と
後
悔
す
る
煩
悩

を
も
た
な

い
二
種
が
あ
る
。」
樫
は

「
財
物

を

施

し

た

(19
)

く

な
い
」
財
樫
だ
け
で

『
法
纏

足
論
』

の
法
樫

は

な

い
。
不

忍

は

『
法

纏

足

論
』

と
同
様
寒
等

の
苦

と
他

害

の
不
忍

の
二
種
で
あ
り
、
他
害

の
不
忍
を
纒

と

(12
)

す

る
。
僑

は

「
酒
等
に
よ
り
心
が
高

ぶ
つ
て
自
慢

す
る
相

が
僑

で
あ
る
。
」
『
法

藏
足

論
』

で
は

「
我
が
種
姓

・
家
族

・
色
力

・
財

・
位

・
戒

・
定

・
慧
等

を
随

(9
)

(
6
)

(9
)

一
の
殊
勝

と
僑

・
酔

・
心
の
傲

逸
等
」
詳
細

で
あ
る
。
捧
挙

・
放
逸

・
悟
沈

・

(
1
4
)
(
1
6
)
(
2
0
)
(
2
1
)

嫉

・
覆

・
念

・
食
量

(
不
食

・
過
食
よ
り

の
苦
受
)

に

つ
い
て
は
同

一
の
定
義

(3
)

(2
)

(3
)

を

な
す
。
更

に
正
量
部
は
詔
-
放
逸

に
つ
い
て

「
他
を
詔
く
等
纒
を
な
す
時
、

(3
)

(
随
眠

を
)
具
足

し
な

い
身
口

の
表

(
業
)
も
詔
と
言

い
、
表

(
業
)
の
随
(
r
j
e
s
)

(
3
)

(
4
)
(5
)(6
)(
7
)

と
共
に
他

に
詔
を
な
し
、

そ
れ
ら
随
は
無
表
業

の
本
性
で
あ

る
。
誰
等

の
四
も

同

様
に
説
く
。
」
(
T(p
)
1
4
6・
5
3
・
8-
3
・3
)
と
纒
と
共
に
随
眠

を
も

た
な
い

身

口
の
表

・
無
表
業
も
論
じ

て
い
る
。
又
、
随
眠
と
同
様

界

所

断

の
差

別

で

獅

・
三
種

・
五
種
に
分
類
す
る
。
諦
障
十
門
は
、
無
常

・
無
我
性

・
所
知
障

・

無
記

を
誹
諺
す
る
苦
諦
障
、

因

・
自
業

・
雑
染

・
清
浄
を
誹
諺
す

る
集
諦
障

、

常
性

を
誹
諺
す
る
滅
障
、
出
離
を
誹
誇
す

る
道
障
を
列
挙

す
る
。

(
大
谷
大
学
大
学
院
)

S
t
o
b
s
-
b
c
u
 
d
a
p
l
 
b
s
e
s
-
g
n
e
n

の
正
量
部

の
随

眠
 
(
宮

崎
)
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